
 
 
 
 
 

2017 年 11 月 3 日 

株式会社コックス 
 

東北に寄贈・植樹したさくらが 9 本に！山元町と新地町で植樹地保全 

「さくら並木プロジェクト」メンテナンス会 in 宮城県・福島県 参加レポート 

 芝刈り機に悪戦苦闘しながら除草と追肥を実施、地元の方々とも交流しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社コックスは、東北復興支援活動の一環として「さくら並木プロジェクト」に参加して   

います。2017 年 9 月 30 日（土）、宮城県山元町
やまもとちょう

と福島県新地町
し ん ち ま ち

で行なわれたメンテナンス会に当社

社員が参加しました。当日は晴天に恵まれ、抜けるような青空とまだまだ暑い日差しの中、地元の方々

や活動に賛同するファッションブランドの方々とも交流しました。 

また、メンテナンス会への参加を記念して宮城県山元町へ新たにさくらの苗木 3 本を寄贈しました。

これにより、当社が東北に植えた苗木は全 4 ヵ所、累計 9 本となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

さくら並木プロジェクトとは 
 
「さくら並木プロジェクト」は、東日本大震災時の津波被害の風化防止と、将来起こりうる津波    

発生時の避難目標とすべく、津波の到達した地にさくら並木を造成する、NPO 法人さくら並木      

ネットワークの活動です。 

当社はこの活動に賛同し、2014 年より参加しています。オリジナルの支援商品を販売し、その販売額の

一部からさくらの苗木を寄贈・植樹しています。 
 
 
 



 

これまでの植樹地と植樹本数 

2014 年 4 月 13 日 宮城県仙台市若林区種次  1 本 

2015 年 3 月 22 日  宮城県石巻市北上町十三浜 3 本 

2016 年 3 月 26 日  福島県相馬郡新地町大戸浜 1 本 

11 月 27 日 宮城県亘理郡山元町戸花山 1 本 

2017 年  9 月 30 日 宮城県亘理郡山元町戸花山 3 本 

 
 

 

苗木に絡む蔦や雑草を鎌や剪定ハサミで丁寧に除草（宮城県山元町） 
 
この日訪れた最初の植樹地は山元町戸

と

花山
はなやま

。この春以来、約半年ぶりの訪問です。昨年 11 月にさくらを

植樹した広場にはたくさんの雑草が。新設された常磐線の線路を横目に、地元 NPO の方々と併せて 20 名

ほどで作業に取り掛かります。約 40 本のある苗木には蔦のような植物が絡み付いているものが多く、枝が

折れないよう一つひとつ丁寧にハサミや鎌で取り除きました。作業をしながら地元の皆さんとの会話も 

弾みます。合間には一緒に昼食も頂き、和気あいあいとした雰囲気の中、除草と追肥を行ないました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背丈ほどの雑草と格闘、初めての芝刈り機に悪戦苦闘（福島県新地町）  
2 つめの植樹地は、福島県新地町大戸

お お ど

浜
はま

。昨年の 3 月に植えた苗木と再会…と思っていましたが、    

こちらも植樹地の丘一面、私たちの背丈を超えるほどの雑草が覆っており、どこに苗木が植えられている

かも目視できない状況です。気を取り直して、「芝刈り機」に初挑戦しました。エンジンの音を響かせて、   

鬱蒼とした雑草の山に挑みます。こちらでは約10名で2時間ほど作業。なんとか丘全体を除草できました。

慣れない作業にみんな汗だくです。埋もれていたコックスの苗木とも、無事再会できました。 
  
 
  
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

作業を終えて ～コックスが植えた苗木も綺麗に除草できました～  
さくらの木は、植えてから根を張るまでの最初の 3 年間がとても重要で、一番手が掛かるのだそうです。

今回のメンテナンス会に参加し、植えた苗木を維持・管理することの大変さを身を以て感じました。特に

除草作業はとても重労働で、かつ自然が相手なので終わりがなく、半年後にはまた同じように雑草が   

生い茂った状態に戻ってしまうとのことでした。 

当社が寄贈・植樹したさくらは今回で 9 本を数えます。「東北にさくら並木の造成を」というこの活動に

参加して今年で 4 年目。苗木の寄贈を続けてさくら並木を造るお手伝いもさることながら、植えたさくら

を育成し守っていく今回のような活動も、継続的に行なう必要性を強く感じた 1 日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新地町大戸浜での作業の後には、地区長の濱野さんが近くの共同墓地を案内してくださいました。   

新地町では震災で 119 名の方が亡くなられたのだそうです。半年ぶりのその高台からは、着々と進む   

防波堤・防潮堤の建設工事や、来年には操業可能という漁業施設の大きな屋根が見え、復興に向けた   

被災地の力強さを改めて目の当たりしました。初めて訪れる参加者も、震災当時のお話など濱野さんの  

言葉に真剣に耳を傾けていました。被災地域で暮らす方の生の声を聴き、活動への思いを新たにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

「さくら並木プロジェクト」支援商品の発売（2017）  
本年 2 月 22 日(水)にも、主要ブランド「ikka」より支援付き商品をレディス・メンズそれぞれで発売   

しました。お客さまにお買い上げ頂くことにより、販売額の一部を苗木やそのメンテナンス（保守・保全）

費用として寄付します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

コックスはこれからも、一日も早い東北の復興と発展を願い、ファッションを通じた支援活動を    
継続して参ります。 

 
 

 

 

▲SAKURA 花柄刺しゅうプルオーバー 
3,800 円 + 税 

▲SAKURA サカリバテーラード 
4,800 円 + 税 


